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京田辺の桧垣バレエ団
京
田
辺
市
田
辺
の
桧
垣

バ
レ
エ
団
が
１１
月
３
日
、

清
水
寺
経
堂

全
示
都
市
東

山
区
）
で
公
演
す
る
。
崇

高
な
愛
を
描

い
た
名
作

「ジ
ゼ
ル
」
の

一
部
を
披

露
し
、
命
の
尊
さ
や
互
い

を
思
い
合
う
気
持
ち
を
訴

え
か
け
る
。

イ
ベ
ン
ト

「清
水
寺
で

世
界
を
語
る
」
の
中
で
行

う
。
京
都
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
国
際
協
力
団
体
な
ど
が

世
界
の
課
題
を
投
げ
か
け

る
同
イ
ベ
ン
ト
に
、
桧
垣

バ
レ
エ
団
は
毎
年
参
加
し

て
き
た
。
８
回
目
の
今
年

は

「す
べ
て
の
人
に
健
康

と
福
祉
を
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
て
い
る
。

同
バ
レ
エ
団
プ
リ
マ
バ

レ
リ
ー
ナ
の
小
西
裕
紀
子

さ
ん
が
、
愛
す
る
人
を
守

り
抜
く
ヒ
ロ
イ
ン
の
ジ
ゼ

ル
を
演
じ
る
。
バ
レ
エ
を

始
め
て
５０
年
以
上
が
た

つ
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
自

身
も
踊
れ
ず
、
指
導
も
で

き
な
い
時
期
が
続

い
た

と
い
う
。

「病
気
で
も
け

が
で
も
な
い
の
に
踊
れ
な

い
。
私

の
存
在
意
義
を

考
え
ま
し
た
」
と
振
り
返

る
。小

西
さ
ん
の
教
え
子
の

福
島
元
哉
さ
ん
、
同
バ
レ

エ
団
ス
ク
ー
ル
生
の
女
子

中
高
生
４
人
の
計
６
人
が

コロナ禍で舞う崇高な愛
3日 、清水寺で「ジゼル」公演
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清水寺での公演に向け、仕上げに力を入れる出演者
(京田辺市田辺・桧垣バ レエ団 )

宇
治
市
の
平
等
院
で
１０
月

中
旬
、
鳳
凰
堂
の
旧
東
面
中

央
扉
を
光
学
調
査
し
、
平
安

時
代
の
創
建
当
時
の
作
と
み

ら
れ
る
来
迎
図
を
確
認
し
た

と
い
う
発
表
が
あ
り
、
取
材

し
た
¨
鍵
物
の
す
ぐ
上
を
複

数
の
書
薩
が
飛
ぶ
大
胆
な
絵

で
、
約
千
年
の
時
空
を
超
え

て
現
代
の
私
た
ち
に
迫
る
よ

う
な
躍
動
感
が
あ

っ
た
。

同
じ
日
、
府
立
宇
治
す
（後

学
校
高
等
部
２
年
の
荻
原
覧

一

太
郎
君
が
１６
歳
で
亡
く
な

っ

一
た
と
の
訃
報
を
聞
い
た
。
外

一

出
困
難
な
障
害
者
に
タ
ク
シ

一

―
代
の

一
部
を
助
成
す
る
宇

治
市
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

が
、
マ
イ
カ
ー
の
ガ
ソ
リ
ン

代
に
も
本
年
度
か
ら
充
当
可

能
に
な

っ
た
際
の
取
材
で
出

会

っ
た
。
重
い
障
害
で
体
位

保
持
が
難
し
く
特
殊
バ
ギ
ー
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出
演
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

ス
ク
ー
ル
生
ら
は
オ
ン
ラ

イ
ン
レ
ッ
ス
ン
で
バ
レ
エ

に
取
り
組
み
、
観
客
の
前

で
舞
踊
を
披
露
で
き
る
喜

務
麒

び
を
か
み
し
め
て
い
る
。

小
西
さ
ん
は

「バ
レ
エ
に

感
謝
す
る
思
い
を
込
め
た

い
」
と
語
る
。

清
水
寺
で
の
公
演
は
午

後
１
時
３０
分
、
同
２
時
か

ら
の
２
回
で
、
い
ず
れ
も

１５
分
程
度
。
参
拝
者
は
自

由
に
見
ら
れ
る
。

（松
本
邦
子
）
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吉 四 初 .畳 評 総 目

り
、
す

だ
り
‥

は
も
ち

き
り
の

も
ち

医
療
的

と
い
う

苦
労
も

「重
慮

思
い
込

た
気
が

は
自
分

か
ヽヽ
ナ

く
し
ト

気
に
掛

僕
も
家

与」、．　′一

′゙‐―マｌζ

あ
っ
て

す
」
と

鳳
凰

で
確
認

行
い
た

れ
る
人

寛
容
の

ん
だ
宙

ン
リ
ー

じ
た
。

金
・プ
ラ
チ
ナ

高
価
買
取
ノ

京
阪
く
ず
は
駅
前

働
橋
本
質
店
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に
乗

っ
て
い
た
が
、
学
校
仲

間
や
保
護
者
ら
に
囲
ま
れ
、

楽
し
そ
う
に
過
ご
す
姿
が
印

象
的
だ

っ
た
。

同
市
内
で
営
ま
れ
た
通
夜

に
寄
せ
て
も
ら
う
と
、
多
く

の
学
校
仲
間
や
保
護
者
ら
が

寛
太
郎
君
の
思
い
出
を
語
り

合

っ
て
い
た
。
祭
壇
は
黄
色

の
花
で
飾
ら
れ
、
生
前
の
様

子
を
収
め
た
動
画
が
流
さ
れ

て
い
た
。
父
で
、
地
元
選
出

の
府
議
で
も
あ
る
荻
原
豊
久

さ
ん

（５４
）
は

「亡
く
な
る

前
日
ま
で
普
段
と
変
わ
ら
ず

元
気
で
、
み
ん
な
が
突
然
の

別
れ
に
信
じ
ら
れ
な
い
気
持

ち
」
と
し
つ
つ
、

「笑
顔
が

い
い
子
や

っ
た
ん
で
ね
。
明

る
く
送
り
出
し
て
や
ろ
う
と

思

っ
て
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

帰
り
際
、
会
場
出
口
に
飾

ら
れ
た
写
真
の
数
々
に
目
を

奪
わ
れ
た
。
寛
太
郎
君
が
兄

２
人
と
風
呂
に
入

っ
た
り
、

夏
に
自
宅
の
庭
で
ビ
ニ
ー
ル

プ

ー
ル
を
父
と
楽
し
ん
だ

寛太郎君


